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環境福祉委員会
委員会レポート

　
当
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る

　
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
”

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
役
場
の
管
掌
で
言
え
ば
、

住
民
課
・
福
祉
課
・
保
健
環

境
課
に
あ
た
り
、
予
算
・
そ

の
他
の
議
案
・
陳
情
等
を
審

査
し
て
い
ま
す
。

　
わ
が
町
は
、
「
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
で
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
「
亀
の
パ
ン
」
「
ほ
た
る

の
湯
」
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
等

々
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
更
に
精
神
障
害
者
に
対
す

る
支
援
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
予
防
給
付
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
年
度

中
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

来
年
度
か
ら
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
当
委
員
会
と
し
て
の
切
な

る
願
い
は
、
健
康
で
長
寿
・

住
み
良
い
環
境
・
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
地
域
社
会
の
中
で
共
に
暮

ら
せ
る
よ
う
な
社
会
が
通
常

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
）
の

理
念
に
基
づ
い
た
福
祉
活
動

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
も
「
何
を

し
て
も
ら
え
る
か
」
か
ら

「
何
が
で
き
る
か
」
を
考
え
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
な

人
に
贈
る
と
い
う
素
晴
ら
し

い
発
想
を
し
て
い
た
だ
き
、

幸
せ
な
社
会
の
実
現
に
向
け

共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
御
手
洗
　
寿
乃

環
境
福
祉
委
員
会

写
真
右
よ
り

　
森
　
勝
己
　
　
　
　
委
員

　
百
田
　
善
廣
　
副
委
員
長

　
御
手
洗
　
寿
乃
　
委
員
長

　
三
上
　
政
義
　
　
　
委
員

　

　
　
　
　
平
成
十
五
年
度
、

　
　
　
福
祉
工
房
「
亀
の
パ

ン
」
を
設
立
、
昨
年
度
か
ら

は
精
神
障
害
支
援
に
つ
い
て

学
習
会
に
取
り
組
み
、
障
害

者
支
援
事
業
と
し
て
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
就
労
支
援
の

主
旨
・
目
標
は
。

　
知
的
障
害
者
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、
就
労
の
機

会
を
得
て
社
会
的
自
立
の
支

援
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
美
味
し
い
パ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済

的
自
立
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
労
働
を
提
供

し
賃
金
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
参
加
の
場
を
確
立
す
る

こ
と
な
ど
障
害
者
・
健
常
者

の
隔
た
り
を
取
り
除
き
、
支

援
体
制
の
確
立
お
よ
び
施
策

を
講
じ
、
積
極
的
な
社
会
参

加
の
促
進
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
新
年
度
予
算
に
ボ

　
　
　
イ
ス
コ
ー
ル
借
上
料

と
あ
る
が
、
何
に
使
用
す
る

の
か
。

　
住
民
課
窓
口
で
使
用
し
ま

す
。

　
番
号
整
理
券
を
配
布
、
順

番
を
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
、
一
日
平
均
百
件
か

ら
百
二
十
件
の
窓
口
業
務
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　
　
　
　
旧
ご
み
焼
却
場
の

　
　
　
解
体
工
事
の
予
定
は
。

　
今
年
度
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
事
前
調
査
を
行
い
、
解
体

工
事
に
伴
う
設
計
業
務
を
委

託
し
、
平
成
十
八
年
度
に
解

体
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

幸
せ
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
問

問問

答
吉
松
　
福
祉
課
長

答
安
部
　
住
民
課
長

答
荻
　
保
健
環
境
課
長

　
志
免
町
に
創
設
の
医
療
法

人
緑
風
会
を
視
察
し
、
精
神

障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
病
院
・
生
活
訓
練
施
設

（
援
護
寮
）
・
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）
・
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
問

し
ま
し
た
が
、
利
用
者
が
初

め
て
顔
を
合
わ
し
た
の
に
、

と
て
も
明
る
い
表
情
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
病
院
・
施
設
ス
タ

ッ
フ
の
ご
苦
労
も
大
変
な
も

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
社
会
保
障
の
充
実

も
大
切
で
す
が
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
で
き
る
こ
と
か
ら

支
援
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
の
思
い
で
、
社
会
福
祉
の

増
進
と
支
援
体
制
の
確
立
に

気
持
ち
を
新
た
に
視
察
を
終

え
ま
し
た
。

報
告
者
　
　
森
　
勝
己
委
員

視
察
研
修

審
　
査

　
本
定
例
会
の
最
終
日
に
議

場
に
お
い
て
、
議
員
表
彰
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
十
五
年

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
表
彰
十
五
年

◇
　
豊
永
　
主
　
　
　
議
員

　
豊
永
議
員
は
、
現
在
総
務

文
教
委
員
会
委
員
の
要
職
に

就
か
れ
て
い
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
自
治
進
行
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
た
め
の
表

彰
で
す
。

　
今
後
も
、
経
験
を
活
か
さ

れ
て
夢
の
あ
る
「
町
づ
く
り
」

「
地
域
づ
く
り
」
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
は
、
須
恵
町
の
議
会

中
（
年
四
回
開
催
さ
れ
る
定

例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
催

さ
れ
る
臨
時
会
）
以
外
で
も
、

一
部
事
務
組
合
議
員
、
特
別

委
員
会
の
委
員
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
三
月
定
例
会

（
初
日
）
に
そ
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
須
恵
町
外
二
ケ
町
清
掃

　
　
　
　
　
施
設
組
合
議
会

　
　
　
（
ニ
月
十
六
日
）
◇

　
篠
栗
町
長
選
挙
に
お
い
て

三
浦
町
長
が
就
任
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
組
合
議
会
規
約

に
基
づ
き
互
選
を
行
い
、
組

合
長
に
須
恵
町
中
嶋
町
長
、

副
組
合
長
に
篠
栗
町
三
浦
町

長
が
就
任
さ
れ
、
ま
た
組
合

議
会
収
入
役
に
は
、
須
恵
町

稲
永
収
入
役
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
酒
水
園
の
運
営
管
理
に
つ

い
て
は
、
建
設
後
二
十
二
年

が
経
過
し
て
お
り
定
期
点
検

や
保
守
に
よ
り
順
調
に
処
理

業
務
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

老
朽
化
は
否
め
ず
計
画
的
な

機
器
類
の
更
新
や
補
修
工
事

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ
か
す

ぎ
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
は
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
に
お
い
て
約
三

万
六
千
二
百
ト
ン
の
燃
え
る

ご
み
を
処
理
し
、
大
牟
田
リ

サ
イ
ク
ル
発
電
所
へ
約
二
万

六
百
ト
ン
の
固
形
燃
料
を
搬

出
し
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
は
、
約
二
千
二
百
ト
ン

を
処
理
し
、
約
六
百
三
十
ト

ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て

搬
出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
は
、
総
額
二
十
五

億
四
千
七
百
五
十
三
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
率
に
し

て
八
・
七
％
、
金
額
で
二
億

四
百
二
十
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
す
。

　
全
議
案
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告 

稲
永 

信
英 

議
員
）

◇
粕
屋
南
部
消
防
組
合
議
会

　
　
（
ニ
月
二
十
八
日
）
◇

　
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
は
、
総
額
二
十
八

億
六
千
三
百
八
十
四
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
率
に
し

て
五
三
・
七
％
、
金
額
で
十

億
百
四
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

　
庁
舎
建
設
費
が
十
四
億
三

千
八
百
二
十
六
万
円
と
約
半

分
を
占
め
て
い
て
、
残
り
を

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
四

億
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
休
日
診
療
所
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
総
額
三
千
三
百

九
十
四
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
率
に
し
約
十
五
％
、

金
額
で
約
六
百
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
す
。

　
庁
舎
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
三
月
竣
工
予
定

で
、
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
議
案
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告 

合
屋 

伸
好 

議
員
）

◇
北
筑
衛
生
施
設
組
合
定
例

　
議
会
（
ニ
月
二
十
一
日
）

　
臨
時
議
会

　
　
　
　
（
三
月
一
日
）
◇

　
平
成
十
七
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
は
、
総
額
四
億
三

千
三
百
四
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
火
葬
炉
設

備
改
修
工
事
二
億
五
千
二
百

万
円
等
で
す
。

　
本
組
合
の
組
織
す
る
旧
福

間
町
及
び
旧
津
屋
崎
町
の
合

併
に
伴
い
、
副
議
長
の
指
名

選
挙
が
行
わ
れ
、
福
津
市
の

谷
口
氏
が
指
名
さ
れ
、
副
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
議
案
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告 

百
田 

善
廣 

議
員
）
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